
和８年度 学校評価報告書（目標設定） 

 

 

 
視

点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 

教
育
課
程 

学
習
指
導 

〇「自立と社会参

加」をめざし、児

童生徒一人ひとり

の教育的ニーズに

対応した授業を実

践する。 

 

〇自分も他者も大切

にし、共感的な人

間関係を育成する

教育活動を実践す

る。 

① 授業準備の時間を確保

し、教育的ニーズに応じ

た授業の質の向上を図る

ため、教育課程を見直

す。 

 

 

② ICT 機器を活用し、児童・

生徒一人ひとりが「でき

る」「わかる」を実感で

きる授業の実践と共有を

行う。 

①適正な総授業時数を踏ま

え、行事や教育課程、年

間予定を見直し、令和９

年度開始に向けて教育課

程を改訂する。 

 

 

②ICT 機器の活用により、

児童・生徒が「できる

「わかる」を実感できる

授業を実践する。 

ICT 活用の好事例を校内

で共有する。 

①授業準備の時間を確保できる

教育課程に改訂できたか。 

 

 

 

 

 

②授業後に生徒自身が「できた

か」「わかったか」について

簡単にアンケート評価。好評

価が増えたか。 

共有した ICT活用の好事例が

増えたか。 

２ 

児
童
・
生
徒 

指
導
・
支
援 

〇一人ひとりの教育

的ニーズを捉え、

根拠に基づいた組

織的な指導・支援

の充実を図る。 

 

 

 

〇教育活動全体で人

権尊重の視点に立

ち児童・生徒が安

全で安心して過ご

せる学校づくりに

取り組む。 

①本人の実態およびニーズ、

保護者のニーズを踏まえ、

重点課題に基づく目標およ

び支援内容を簡潔に記載

し、指導に活用できるよ

う、個別教育計画の書式の

見直しを図る。 

 

②児童・生徒自身が互いの良

さを認め合い、人権意識を

高めるための学級経営の仕

組みを構築する。 

①令和９年度開始に向け。

個別教育計画の書式及び

スケジュールを見直す。 

 

 

 

 

 

②児童・生徒が人権意識を

高めるための学級目標を

たて、実践するととも

に、学期ごとに振り返

る。 

①本人の実態およびニーズ、保

護者のニーズを踏まえ、重点

課題に基づく目標および支援

内容を簡潔に記載し、指導に

活用できる個別教育計画の様

式ができたか。 

 

 

②児童・生徒が自分やお互いの

良さを認める言動が増えか。 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

〇キャリア教育の視

点をもち、児童・

生徒が地域で豊か

に暮らし、働くこ

とを見据えた教育

活動を展開する。 

 

 

 

 

 

〇児童生徒のニーズ

や適性に応じた、

自己選択・自己決

定のための継続し

た指導・支援に取

り組む。 

①進路の手引きを整理する

とともに、教員向け研修

を実施し、キャリア教育

にかかる学習内容の質の

担保と効率化を図る。 

 

 

②進路にかかる保護者・本

人への情報提供の充実を

図る。 

 

③キャリアパスポートの作

成により、児童・生徒が

目標をたて、評価するこ

とを通して自分の良さに

気づき、自己選択・自己

決定するための支援・指

導を行う。 

①進路の手引きを整理す

る。 

教員向けの進路研修を実

施し、キャリア教育の目

的の意識化を図り、それ

を踏まえた授業実践を行

う。 

②進路説明会の説明動画を

テーマごとに短く編集

し、本校保護者限定の動

画配信を行う。 

③学期ごとに生徒自身が目

標をたて、評価できるよ

うにキャリアパスポート

を作成し、自分の良さに

気づけるようにする。 

①手引きの整理ができたか。 

進路研修により教員が進路

指導・支援についての理解

を深め、キャリア教育を意

識した授業や支援ができた

か。 

 

②動画配信を行えたか。 

 

 

 

③各学部等の実態を踏まえたキ

ャリアパスポートの作成に

着手できたか。 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

〇学校コンサルテー

ションを基盤とし

たセンター的機能

の充実を図り、校

内・地域における

インクルーシブな

学校づくりを推進

する。 

①学校の情報発信の方法を増

やし、地域への学校理解を

すすめる。 

 

 

 

 

 

②交流及び共同学習や地域

資源の活用、作業学習等

の地域との連携により、

インクルーシブな学校づ

くりをすすめる。 

①学校広報紙を作成し、HP

や地域の掲示板や、回覧

板で発信する。 

SNS の活用により、学校

の情報を地域に発信す

る。 

見易さを踏まえ、ホーム

ページの構成を見直す 

②作品展示や作業学習等、

地域との連携できる機会

を模索する。 

①情報発信の手段や量が増え

たか 

 

 

 

 

 

 

②地域との連携による活動の

機会が増えたか。 



 

 

 
視

点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

５ 

学
校
管
理 

学
校
運
営 

〇安全・安心な教育

環境の整備に取り

組む。 

 

 

 

 

 

 

〇教職員の資質・指

導力・専門性の向

上を目指し、人材

育成と不祥事防止

に重点をおき、信

頼と期待に応える

学校運営と組織づ

くりを行う。 

 

〇組織的な業務の効

率化を図る。 

 

 

①見直した学校の防災体制に

ついて、実践的訓練を通し

て検証し、最適化を図る。 

 

 

 

 

 

 

②ヒヤリハット報告の更なる

活用により、組織的に不祥

事の未然防止に取り組む 

 

 

 

 

 

 

③業務の精選を進め、働き方

改革を促進する。 

①見直した防災体制をもと

に実践的訓練を実施し、

更にブラッシュアップを

図る。 

学校運営協議会作業部会

により、学校防災の整備

及び地域連携について検

討し、防災体制に生か

す。 

②ヒヤリハットの報告と各

グループや学部等での共

有を更にすすめ、組織と

して事故未然防止につな

げる。 

 

 

 

 

③会議の内容や回数を精選

する。 

見直したグループ業務に

ついて検証し、最適化を

すすめる。 

グループ業務や教材の保

存方法を整理、活用でき

るようにし、業務 

効率化を図る。 

①防災体制の見直しがすすん

だか。 

 

 

 

 

 

 

 

②ヒヤリハット報告の共有に

より、各グループや学部等

で、同じような事故の未然

防止が進んだか。 

 

 

 

 

 

③規定の時間内で効率よく会

議をすすめることができた

か。 

担当業務について効率化が

図られたか。 

教材や業務資料の共有がす

すみ、効率化が図られた

か。 

 


